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北海道北部地域の地震活動と速度構造

The Seismicity and Velocity Structure of the northern part of Hokkaido
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北海道北部地域で昨年6月から11月まで臨時地震観測を実施した。
これに定常観測のデータを加え、インバージョンによる1次元P波速度構造と観測点補正値の同時推定を行なっ

た。表層が厚さ2 K m、P波速度2 . 8 K m / s、第2層が厚さ8 K m、速度5 . 3 K m / s、第3層が厚さ1 0 K m、速度6 . 4 K m / s、第
4層(20Km以深)が速度6.6Km/sと求まった。

観測点補正値は東西方向に大きく変化し、島嶼部分で大きな負、北海道日本海側で正、オホーツク海側で小さ
な負の値を示した。

震源再決定の結果、オホーツク海側の非地震領域と日本海側の活動域が明瞭に分けられた。また、2 0 - 2 5 K mの
地震群があり、そのメカニズムは浅い地震群と異なっている。

北海道北部地域は歴史が浅く、過去の被害地震の発生が知られていないことから、地震活動度が低いとみなさ
れていた。だが、臨時観測の結果および近年の定常観測網の増設により、微小地震活動の高い地域であることが
わかってきた。

定常観測によると、深さ 2 0 K mより深いところで発生する地震や、この地域の浅発地震に対し、観測点によっ
ては走時残差が1秒をこえてしまうことが見い出されている。しかし、速度構造がまだわかっていないため、その
確かさを議論することが出来ない。さらに、日本海東縁部のプレート境界は、道北地域でいまだはっきりと線引
きされていないが、これは地震活動状況がはっきりと把握できていない事が原因の一つである。

今回、北海道北部地域における地震活動をより明らかにし、速度構造を把握することを目的として、1 9 9 8年6
月から1 1月までの5ヶ月間、臨時地震観測を実施した。本研究では6つの臨時観測点に加え、北海道大学地震火山
センター、札幌管区気象台、北海道大学応用地球物理研究室の観測点のデータを利用し、合計2 4観測点という密
度の高い観測網を形成した。

観測期間中に177のイベントが発生し、100の浅発地震をとらえることが出来た。マグニチュードは最大で2.8と
全てが微小地震であった。また、地震活動が活発であったのは日本海側の地域であり、とくに問寒別断層群周辺
や天塩中川～天塩にかけての活動が目立っていた。

観測期間中に発生した浅発地震のP波走時を使い、C r o s s o n [ 1 9 7 6 ]の理論をもとにし、S a t o [ 1 9 7 9 ]を参考にした
一次元の速度構造と観測点補正値の同時推定を行なった結果、道北地方の平均的なP波速度構造として、表層が厚
さ2 K m、P波速度2 . 8 K m / s、第2層が厚さ8 K m、速度5 . 3 K m / s、第3層が厚さ1 0 K m、速度6 . 4 K m / s、第4層( 2 0 K m以
深)が速度6 . 6 K m / sが求まった。また、観測点補正値の分布をみると東西方向に大きく変化しており、礼文島など
の島嶼の観測点で最大- 1 . 5秒の大きな負の補正値、日本海側で正の値、オホーツク海側で負の値を示している。こ
れは、地質調査や重力、電磁気探査により見い出されている東西方向に非対象な構造と調和的である。。

さらに、新たに求めた速度構造、観測点補正値を用い、1 9 9 6年1 0月以降に発生した浅発地震の震源再決定を行
なったところ、決定精度の向上が見られた。また、震源分布を見るとほとんどの地震が日本海側で発生し、オホ
ーツク海側では全く発生していない。さらに、 2 0 K m以深に震源決定された地震が多く存在し、メカニズム解を比
較すると浅い地震では主にストライクスリップ型であったのに対し、深い地震では正断層型を示していて、発生
のメカニズムが異なる2つの地震群が存在することがわかった。
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